






































(１) 単元名  (２) 指導によせて  (３) 単元の目標  
(４) 単元の指導と評価の計画(単元の評価規準を含む) 
 (５) 本時の目標  (６) 本時の展開の概要  (７) 本時の「自己評価」についての考え 
  (８) 必要ならば学習ノートの計画(単元を通して使用する場合あり) 
 ここでは、それぞれについて考えておくべきことや参考にすべきことなどを、述べていきたい。 
 
  (１) 単元名 
「単元名」については、教科の特性があるものの図画工作科・音楽科の題材名が学習の方向性も
よくわかり、学習の主たる願い・目標とする方向がよくわかる表現になっている。「夢いっぱいの






































































































































































































































       《評価規準とその評価》 


















あかぐみは ８にん います。 
しろぐみは ５にん います。 
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と、求答事項を伏せて提示し、「続きを考えてごらん。」と投げかけてみる。子どもたちは、「あわ




















































































































































































































１．単元名  対称な形 形の特ちょうを調べよう 
 
２．指導に寄せて 
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 第１次 線対称（４時間） 
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５．評価規準 
 算数への関心・意欲・態度  
 ○対称な図形の美しさに気づき、身の回りから対称な図形を見つけようとする。 
 数学的な考え方  
 ○対称という観点から既習の図形を見直し、その性質をとらえて、図形に対する見方を深める。 
 数量や図形についての技能                              
 ○線対称、点対称な図形をかくことができる。 









































































     （ノート・発表） 
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２．学習の流れ                                                 ･････････全４６時間 
     見つける  
      第１次：「田んぼの向こうに世界が見える」のテーマをもとに，自分が取り組んでいきたい       
課題や方法を決める。           ･･･････････････ ８時間 
     追究する（体験・調査）  
      第２次：課題をもとに調べたり体験したりする。       ････････････････１７時間 
              田植え・草取り・穂肥やり・生き物調べ・稲の観察・稲刈り・脱穀・籾すり 
      第３次：調べたことや体験したことを，北小祭りで発表する ････････････････ ８時間 
     まとめる  
      第４次：作った作物をもとに収穫祭をする。         ････････････････ ５時間 
      第５次：自分の課題を，効果的な方法を考えてまとめ，その成果を発表する 
                                                           ････････････････８時間 
３．学びの姿と育てたい力                                                                




































































































  ・「田んぼの向こうに世界が見える」というテーマのもと，自分の課題を具体的に描き出し，実  
際に自然に向かい合い，人に出会い，地域に出かけて，観察したり，聞いたり，調べたり，体  
験したりして自分の課題を解決していくことができる。 










































  ２．カード集め 
 ＊これとこれはよく似ているな。 
 ＊同じ生き物でも， 
    することが違うようだ。 
 ３．表札づくり 
 ＊この言葉わかりやすいよ。 




















  ②ピタリとあてはまるようなタイトルを考える。 
 ③表札は新しいカードに 




   みんなの考えを聞いて進めていくようにうなが




   るか，参加の度合いを見守りながら，アドバイ








  Ｂ：調べてみたいこと，やってみたいことを見つけ，カードに書くことができる子。 
  Ｃ：調べてみたいこと，やってみたいことをうまく表現できない子。 
 
  ａ：友だちと話し合って，意欲的にカードを集めたり，表札を考えたりすることができる子 
  ｂ：カード集めや表札作りで自分の考えを発表することができる子。 









































































































 - 144 - 
こともできる。授業のねらいと共にツールのよさも体感させていきたい。 
また、思考ツールはプログラミング教育にもつながっていくものだと考えている。例えば、９＋３
をする場合 ① ９はあと１で１０ ② ４を１と３にわける ③ ９に１をたす ④ １０になる   




        子ども学科・准教授 
 
 
（＊１）あたらしいさんすう 1上 東京書籍 
（＊２）教育研究 第 42集 個の生き方を育む –自ら求め育つ学習の創出- 滋賀大学教育学部附
属小学校 平成 3年 5月 
